





Strategy of Problem-Management 








































研究が行われてきた (Tarone1977, Fぉrch& Kasper 1983, Yule & Tarone 1997, 
Dornyei 1995) cz)。そして，日本語学習者のコミュニケーション方略についても，













































































































語学習者9人 (A, B, C, D, E, F, G, H, I)である。本調査では韓国
人学習者における多様な問題処理方略の特徴を見出すため，日本人との接触場面
の多い中・上級学習者を対象に調査を行った。データ収集期間は2002年 8 月 ~10
月， 2004年 3 月 ~4 月である。
3-3. データ収集方法
〇インタビュー
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（事例 2) (↑ は上昇イントネーション，以下同様）























































A : あ，楽しい小説ですけど， (NS: おお）このシュジン，シュジンゴン，シュジン
三↑《韓国語の日本語化》
NS: 主人公？













D : がくぎ【学位】 《繰り返し》 (NS: はい？） あのう， （紙に漢字で「学位」と
書く） 《韓国語の日本語化》

















































































NS: Dさん，えー と， じゃ，自己紹介を，お願いします。







































被験者 A B C D E F G H I 合計
1. 回避 1/17 0/13 0/13 1/14 3/15 0/7 0/6 1/7 0/8 6/100 
2. 確認要求 2/17 2/13 4/13 6/14 2/15 2/7 3/6 3/7 4/8 28/100 
3 . 言い換え 1/17 1/13 0/13 0/14 1/15 0/7 0/6 0/7 1/8 4/100 
4. 遠まわし表現 1/17 2/13 5/13 2/14 3/15 2/7 1/6 1/7 0/8 17/100 
5. コード切り替え 0/17 3/13 0/13 0/14 0/15 1/7 0/6 0/7 2/8 6/100 
6. 韓国語の日本語化 3/17 4/13 1/13 0/14 1/15 0/7 0/6 0/7 0/8 9/100 
7. 借用 0/17 0/13 0/13 1/14 1/15 1/7 0/6 0/7 0/8 3/100 
8. 外国語の日本語化 0/17 0/13 1/13 3/14 0/15 0/7 1/6 0/7 0/8 5/100 
9. 繰り返し 3/17 0/13 2/13 1/14 3/15 0/7 1/6 1/7 0/8 11/100 
10. 身振り言語 0/17 1/13 0/13 0/14 0/15 1/7 0/6 0/7 0/8 2/100 
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1. 回避； a. 話題回避 b. メッセージ放棄
2. 言い換え； a. 類似 b. 新造語 C. 遠回し




教育』 80号，日本語教育学会， pp.28-48 
(14) Bialystok, E (1990) Communication Strategies: A Psychological Analysis of Second-language 
Use. Oxford University Pres 
-119-
